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１１．．ははじじめめにに  

••  小小ささいいととききかからら思思っってていいたた「「籠籠のの中中でで鳥鳥がが飛飛んんででいいるるとときき、、籠籠全全
体体のの重重ささははどどののよよううにに変変化化しし、、籠籠のの中中でではは空空気気ががどどののよよううなな動動きき

ををししてていいるるののだだろろううかか？？」」とといいうう疑疑問問をを解解決決すするるたためめにに、、僕僕たたちちはは

鳥鳥とと鳥鳥籠籠ののモモデデルルををつつくくりり、、実実験験をを行行っったた。。  
 

We experimented by handling the model of the bird cage to 

solve the doubt "How does the weight of the basket become 

it if the bird flew in the basket?" that had been thought 

when it was small. 

  

２２．．実実験験方方法法  
••  ①①鳥鳥籠籠ををイイメメーージジししたた箱箱をを作作るる。。（（写写真真下下））  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

••  ②②電電源源装装置置をを使使いい、、左左右右ののモモーータターーにに等等ししいい電電圧圧ををかかけけててププロロ
ペペララをを回回しし、、モモーータターーををううかかせせるる。。  



工工夫夫点点：：ワワニニ口口ククリリッッププのの重重ささがが加加わわららなないいよよううにに切切りり、、導導線線どどううししををつつななげげててテテーーププででシショョーートトししなないい

よよううにに巻巻いいたた。。  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  
((ii))何何ももつつけけずず、、開開放放ししたた状状態態                              

((iiii))底底面面ににククリリアアフフィィルルムムををははっったた状状態態                  

((iiiiii))底底・・側側面面ににククリリアアフフィィルルムムををははっったた状状態態            

((iivv))底底・・側側・・前前後後のの面面ににククリリアアフフィィルルムムををはは  

っったた状状態態  

((vv))ククリリアアフフィィルルムムををははりり全全てて密密閉閉ししたた状状態態  

              ののモモーータターーををううかかせせなないいととききのの重重ささ、、うう                  

  かかせせたたととききのの重重ささをを秤秤でで測測定定すするる。。  

３３．．目目的的  
••  ((ii))～～((vv))のの状状態態ののとときき、、全全体体のの重重ささががどどうう変変化化すするるののかか調調べべるる。。  

••  そそれれぞぞれれのの結結果果のの違違いいをを見見つつけけ、、そそのの理理由由をを考考ええるる。。  

••  そそのの結結果果にによよりり実実際際のの籠籠のの鳥鳥がが飛飛んんだだ場場合合、、重重ささははどどううななるるのの
かかをを解解明明すするる。。  

  

４４．．仮仮説説  

••  ((ii))～～((iivv))でではは、、空空気気ががどどここかかららかかももれれてて、、重重ささはは減減るる。。  



••  ((vv))でではは、、空空気気ががどどここににももににげげなないいののでで、、重重ささはは変変わわららなないい。。  

  

５５．．結結果果  

((ii))何何ももつつけけずず、、開開放放ししたた状状態態                                （（始始めめのの重重ささがが違違ううののはは  

((iiii))底底面面ににククリリアアフフィィルルムムををははっったた状状態態                      ククリリアアフフィィルルムムのの枚枚数数    

((iiiiii))底底・・側側面面ににククリリアアフフィィルルムムををははっったた状状態態                がが違違ううかかららででああるる。。））  

((iivv))底底・・側側・・前前後後のの面面ににククリリアアフフィィルルムムををははっったた状状態態  

((vv))ククリリアアフフィィルルムムををははりり全全てて密密閉閉ししたた状状態態    

  

６６．．  結結果果・・考考察察（（１１））  
••  ((ii))仮仮説説通通りり軽軽くくななっったた。。  

      外外かからら空空気気をを取取りり入入れれ、、ププロロペペララにによよりりそそのの  

      空空気気がが下下へへ押押しし出出さされれそそのの力力がが電電子子天天秤秤のの        

      秤秤のの部部分分ににししかかかかかかららずずほほととんんどどのの空空気気がが逃逃    

      げげてていいくくののででププロロペペララがが上上昇昇ししたた重重ささのの分分だだけけ    

      軽軽くくななっったた。。                                

  

                            

  

  結結果果・・考考察察（（２２））  
••  ((iiii))～～（（iivv））仮仮説説にに反反しし、、重重ささがが増増ええたた。。  

  ううかかせせるる前前（（ｇｇ））  ううかかせせたた後後（（ｇｇ））  変変化化量量  

（（ii））  220011  112266  --７７５５  

（（iiii））  221155  225511  ++３３６６  

（（iiiiii））  223377  226600  ++２２３３  

（（iivv））  227733  227711  ++３３  

（（vv））  228833  228833  ００  



確確かかにに（（ ii））とと同同様様にに空空気気はは逃逃げげるるがが、、下下面面ににククリリアアフフィィルルムムをを

ははっってていいここととでで（（ ii））よよりり空空気気のの逃逃げげ道道がが少少ななくくななっってておおりりププロロペペ

ララにによよりり空空気気をを下下へへ押押すす力力がが外外へへ逃逃げげなないいののでで、、そそのの反反作作用用

ででププロロペペララがが上上昇昇しし、、高高気気圧圧ののよよううなな状状態態ににななりり、、下下ににかかかかるる

力力がが強強くくななりり、、電電子子天天秤秤ななののでで少少ししのの質質量量のの増増加加ををははかかるるこことと

ががででききるるののでで、、重重ささがが（（ii））よよりりもも重重くくななるる。。  

  結結果果・・考考察察（（３３））  
••  （（vv））  仮仮説説通通りり重重ささはは変変わわららななかかっったた。。  

  籠籠がが密密閉閉さされれてていいるるののでで、、モモーータターー++籠籠をを１１つつののももののととししてて見見るるとと、、

ここれれにに働働くく外外力力はは重重力力とと秤秤かからら受受けけるる抗抗力力ののみみでで、、他他のの力力はは  

内内力力ににななるるののでで、、うういいてていいててももいいななくくててもも、、秤秤のの目目盛盛りりはは変変わわららなな

いい。。  

  

••  つつままりり、、実実際際にに籠籠のの中中のの鳥鳥がが飛飛んんだだとときき、、そそのの条条件件にによよっってて重重ささ
はは軽軽くくななっったたりり、、重重くくななっったたりり、、変変わわららななかかっったたりりすするる。。    

 

そそれれぞぞれれ変変化化量量はは  ((ii))何何ももつつけけずず、、開開放放ししたた状状態態でではは（（前前））２２００１１→→

（（後後））１１２２６６（（－－７７５５））    ((iiii))底底面面ににククリリアアフフィィルルムムををははっったた状状態態でではは

（（前前））２２１１５５→→（（後後））２２５５１１（（++３３６６））    ((iiiiii))底底・・側側面面ににククリリアアフフィィルルムムををはは

っったた状状態態でではは（（前前））２２３３７７→→（（後後））２２６６００（（++２２３３））    ((iivv))底底・・側側・・前前後後のの面面

ににククリリアアフフィィルルムムををははっったた状状態態でではは（（前前））２２７７３３→→（（後後））２２７７６６（（++３３））    

((vv))ククリリアアフフィィルルムムををははりり全全てて密密閉閉ししたた状状態態でではは（（前前））２２８８３３→→（（後後））２２８８

３３（（００））  
 


